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１ 自己点検の目的 

  

ものづくりエンジニアリングファクトリー（ものづくり EF）起業家支援室による学内カ

ンパニー事業は、平成 21 年度から 5 年間の文部科学省支援を頂いた教育改善補助事業の中

の重要プログラムとしてスタートした。平成 26 年度からは、後継事業（５年間）に採択さ

れたものの、第２期中期目標・計画事業期間の終了とともに打ち切りになったが、その勢い

の下、岩手大学の自主運営事業として全学的な取組として大学の支援を受けながら学内カ

ンパニー事業は継続された。令和 3 年度は自主事業としての６年目、文部科学省支援事業

スタートから 13 年目になる。理工学部を対象に始まったこの活動は、人文社会科学部、教

育学部、農学部の全学学生に拡がり、また学務部、地域連携推進部、総務広報課、国際課な

どとのつながりも引き続き活発化している。この度、岩手大学第 3 期中期目標・中期計画期

間（平成 28 年度から令和 3 年度）が終了し、次の第 4 期中期計画へ向けて新たな学内カン

パニー事業を計画することになった。この節目に当たり、第 3 期中の起業家支援室及び学

内カンパニー活動について、その成果や課題となる部分について自己点検を行い、評価出来

る点と課題を抽出し、報告書として取りまとめた。この報告書が、新たな起業家支援室及び

学内カンパニー活動の在り方の策定に資することを願っている。 
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２ 学内カンパニー事業の概要 

２．１ 学内カンパニーの目的 

学内カンパニーの発足時の目的は、理工学部（当時は工学部）学生が教育で得た知識を実

践する場を理工学部に設けることであった。 
大学の他の学部では、教育で得た知識を実践できる場がある。例えば医学部では学生が身

に付けた医学の知識を附属病院の組織の中で実際に体験し、知識の実践確認をするととも

に、医療への使命感や病院の仕組み、仕事の流れなど総合的なことを理解していく。また、

農学部では附属農場など、教育学部では附属校などで実践的な体験を積むことができる。し

かし、従来の理工学部にはものづくりを総合的に体験できる場がなかった。研究室がそれに

あたるのでは、という考えもあるかと思うが、工学が学問成果を社会へ還元することを重要

な目的としていることから、企業的活動という形態が重要である。そこで岩手大学では学内

に教職員、学生、さらに企業との共同体で構成される仮想的な企業、学内カンパニーを設立

し一般的企業のように事業開発活動を行う場を提供するに至っている。そこでは、事業企画

から、設計、部品発注、試作、製作、さらには業績把握を行い、損益確認までを行うもので

あり、実践的であることも重要な側面である。 
 

    
図１ ものづくりＥＦ及び学内カンパニーのイメージ 

 
学内カンパニー活動開始初期は教員が学内カンパニーの社長、代表を務めていたが、現

在はすべての学内カンパニーの社長、代表が学生（学部生、大学院生）となっている。学

生が主体となって学内カンパニーを運営し、新入社員への教育、事業目標の遂行を行って

いる。起業家支援室はできるだけ学生の自主性を尊重しつつ、予算管理、成果報告などに

向けた支援を行っている。教員の方々には顧問教員、技術室職員の方々には技術顧問のと

いう形で支援をお願いしている。また、外部企業の方々には外部アドバイザーという形で

学内カンパニーへの支援をお願いしている。学内カンパニーへ参加している学生の所属

は理工学部だけでなく、農学部、人文社会科学部、教育学部の全学に広がっている。学内
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カンパニーの事業内容も、「ものづくり」だけではなく、「ことづくり」「ひとづくり」に

広がっている。 
 
２．２ 学内カンパニーの年間活動 

学内カンパニー活動は、下記のような年間活動を基本とする単年度活動である 
 

l 4月～5月 起業相談会 
   前年度からの継続を希望するカンパニーおよび新規にカンパニー設立を検討してい

る学生に対して、起業家支援室教員が相談を受け付け、カンパニー設立へ向けた事業計

画書の作成を進める。 
l 5月中旬 学内カンパニー公募説明会開催 

   学内カンパニー公募のための説明会を実施。募集要綱の説明、提出書類の説明などを

起業家支援室が担当して行う。その後、事業企画書の受付を行い、完成度を高めるため

の支援を行う。 
l 6月中旬 学内カンパニー認定式 

  提出された事業計画書を起業家支援室員の教員にて審査し、学内カンパニー認定を

行い、認定式にて認定証を授与する。認定カンパニーへは謝金として支払う人件費と消

耗品も購入に使う物品消耗品費の予算を配分する。 
l 10月中旬 状況説明会開催 

  中間の活動状況を奉公する発表会であり、事業の進捗状況、課題などを起業家支援室

教員に報告、発表する。 
l 10月下旬 

   10 月までの活動状況を踏まえて、各カンパニーの予算見直しを実施する。活動が

活発で成果が見込めるカンパニーには増額、活動がうまくいかず、予算執行率の低いカ

ンパニーは減額を行い、全体の調整を行う。 
l 1月末 物品消耗品費の支出終了 
l 2月末 人件費の支出終了 
l 2月末から 3月上旬 学内カンパニー活動成果報告会 

 各カンパニーの紹介パネル、製作品（試作品を含む）を展示するパネル・成果 

展示会と各カンパニーからの今年度成果報告を行う。例年は学外アドバイザーなど学

外者にも公開して、メディア関係者の取材も受けていたが、昨年度は新型コロナ感染

の影響で参加者は学内関係者のみとした。学外者向けには報告会の様子を録画して

YouTubeで公開した。 
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３ 起業家支援室の活動 

起業家支援室は、例年、以下の 3 つのイベントを基本として活動し、各カンパニー活動を

支援、指導している。 
l 学内カンパニー公募活動（4月～5月） 
l 学内カンパニー公募説明会（5月上旬） 
l 学内カンパニー認定式（6月上旬） 
l 学内カンパニー活動成果報告会（年度末、2月末から 3月上旬） 

 
このほか、各カンパニーの顧問教員・技術顧問・学内アドバイザーとの連携、学外アドバ

イザーへの協力依頼、エンジニアリングファクトリー運営委員会報告などの他多様な学内

外に向けた活動を行い、カンパニー活動への理解と協力を継続的に広めている。また、学内

カンパニー活動は 学業優先を謳っており、研究室に所属する学生（学部 4 年生、大学院修

士課程 1,2 年生）の指導先生に活動を行っている旨を連絡し、理解を得ている。 
各カンパニーの活動状況については別掲にまとめた。次に、起業家支援室の活動を以下に

報告する。 
 

３．１ 学内カンパニー公募活動 

公募要領に沿って、理工学部・学生センターなどへの起業相談会開催のポスターおよび公

募ポスターの貼り出し、ものづくり EF 起業家支援室ホームページへの掲載を行った。昨年

度カンパニーメンバーへの働きかけ、また、講義時間の一部をお借りして、学内カンパニー

活動紹介も小冊子を用いてのカンパニー活動紹介と公募説明会開催のアナウンスを行って

いる。令和 2 年度はコロナ禍のため、中止となったが、令和 3 年度は担当の先生方と調整

し、時期をずらしながら理工学部 8 コースのすべての新入生に学内カンパニーの紹介を行

う事ができた。 
公募においては起業家支援室長による公募要領に基づき、次の４つのポイントを意識し

て、社会的な価値を産み出す意識の醸成に取り組んだ。 
1. ベンチャー立ち上げにも繋がりうる実践的な取り組み 
2. 事業性に富み、独自性、地域性、社会貢献性が高い取り組み 
3. 地域企業等との連携によるものづくり、製品開発 
4. 先端理工学、地域創生特別プログラムの活動をベースにしたものづくり、まちづく

りコト作り 
公募説明会においては、岩手大学の改組や第３期中期目標・計画期間で示された方向性、

特に地域との連携性を意識して、より実践的な取組み、事業性・独自性・地域性・社会貢献

性が高い取組み、地域企業との連携によるものづくり・製品開発などを 積極的に支援する

ことを説明した。 
合わせて、6月上旬の学内カンパニー認定式までの期間、学生からの新規設立・入社希望
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相談、継続カンパニーからの個別相談を受けるなどの活動を行い、学内カンパニー趣旨に沿

う内容の企画については事業計画書の作成を指示し、認定に備えるよう指導している。 
 

３．２ 学内カンパニー認定式 

6月上旬に認定式を行い、学内カンパニーを認定している。人件費と物品消耗品費が予算

配分される正カンパニーと物品消耗品費のみ予算配分される凖カンパニーの 2 種類を認定

している。凖カンパニーとは仮想的ビジネスモデルの準備段階とみなされるカンパニーで

あり、活動状況から年度途中で正カンパニーへの昇格をすることが可能である。認定式にお

いては起業家支援室長からの認定にあたっての学内カンパニーへの期待挨拶と、支援室教

員から認定カンパニーと予算配分の紹介を行った後、カンパニー代表者への認定証の授与

が行われる。認定式に引き続いて、支援室教員から学内カンパニー活動を行う上での各種連

絡、注意点の説明を行っている。 
なお、認定に伴い、新規の正社員カンパニーメンバー全員に対し、起業家支援室教員によ

る個人面接を実施している。これは、カンパニー活動の趣旨の徹底を図るとともに、就職活

動を控えた学生に対しては個人面接訓練となるよう両面の特長を有している。 
 

３．３ 学内カンパニー活動成果報告会 

例年、年度末の 2月末から 3月上旬にかけて、活動成果報告会を実施している。平成 28

年度から平成 30 年度は理工学部の 12 番講義室を使用していたが、令和元年度からはパネ

ル展示、製作物の展示が同一フロアで行えることからコラボ MIU会議室（盛岡市産学官連携

研究センター）を使用している。 

主なスケジュールとしては下記のようになっている。（令和 2年度例） 

l 10:00-13:00 パネル・成果物展示会 

  各カンパニーの紹介パネル、製作品（試作品を含む）を展示し、適宜カンパニ

ー社員による説明員がついて来客に対応している。また、技術室による試作品

展示・活動紹介を行い、カンパニー学生にも興味深く参考になっている。 

l 11:00-12:00 カンパニーメンバー会議 

新型コロナの影響が出る前は全カンパニー社員・インターン生対象だったが、

令和はメンバーを絞り、社長・代表、副社長・副代表および社長・代表の指名

の者に限定した。来年度以降のカンパニー活動をより良いものにするために、

代表に活動の振り返りコメントを発表してもらうもの。カンパニー同士の交流

を促す目的もある。 

l 13:00-15:40 ショートプレゼンテーション 

  各カンパニーからの今年度成果報告の他に、ビジネスプランコンテストに参加

したカンパニーによるプレゼンテーションもおこなっている。 

l 16:00-16:15 表彰式： 最優秀賞、優秀賞、奨励賞、特別賞の表彰 
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新型コロナの影響がなかった令和元年度までは学内外から、学外アドバイザー、新聞社な

どのメディア、一般企業の方も見えられ、カンパニーメンバーと、展示品を見ながら学生と

多くの会話を楽しんでいただいていた。各カンパニーによるショートプレゼンテーション

は 10分間のパワーポイントや動画資料による活動のプレゼンテーションと質疑応答を行っ

ている。民間企業の方々から「商品」の視点からの厳しい質問もあったが、それでも質問に

対する的確な回答や興味深いアドバイスは、学生にとっては大変貴重な経験となっている。 

また、平成 29年度から令和元年度までは、最後に１時間ほどの時間で学外アドバイザー

と見学者に参加いただく「懇談会」を開催した。参加した企業の方からは、学生に対するア

ドバイスが多く、「地域の困りごとをテーマに」、「社員も楽しく」、「機能を打ち出して PR」、

「リアルなビジネスにつながる場合に問題生じる」、「学生のうちに起業するのが良い」、な

ど、学生に対する貴重なアドバイスを戴いている。令和 2年度は新型コロナの感染対策とし

て、学外者は呼ばずに学内関係者のみの参加で行った。その代わり、展示の様子やショート

プレゼンテーションをビデオにて撮影・録画し、翌日 YouTube に公開した。当日の参加者

は学内関係者中心で 40名ほどであったが、YouTube での視聴回数は令和 3 年の 3月 20日
で 40回以上と予想以上に多くの方が視聴しており、今後もこの取り組みが重要であると認

識した。 
報告会中のカンパニーメンバー会議では代表・社長から「自カンパニー活動の達成度・満

足度」のアンケートを発表してもらい、カンパニー活動の達成度・満足度をまとめている。

令和 2 年度は例年に比べ達成度・満足度が低くなっていた。やはり新型コロナウイルス拡

大による対面での活動ができない時期が多かったことが大きく影響している。 
 

３．４ 起業家支援室主催ミニセミナー（起業家マインド支援研修） 

起業家支援室では、カンパニー社員の起業家マインドを醸成するため研修に注力してい

る（下記 16 テーマの研修）。 

① NDA 秘密保持契約 

② アイデアを出す方法 

③ ビジネスマナー 

④ ビジネスメール 

⑤ プレゼンテーションの勘所 

⑥ 会議の進め方 

⑦ 企画の立て方 

⑧ 原価を計算してみよう 

⑨ 食事やお酒のマナー 

⑩ 組織的な仕事の進め方 

⑪ 報告書の書き方 

⑫ 利益率 
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⑬ 理論的思考 

⑭ 人脈の作り方 

⑮ PM(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ)基礎環境理解編 

⑯ PM 詳細解説編 

 

研修プログラムは平成 28年度以前から準備していたが、計画的に受講者を募集したのは

令和元年度からである。令和元年度は 8月～9月と 11月～12月の 2期に分けて開講し、実

施テーマ数 11、延べ受講者 149 名、令和 2年度は 7月～8月に開講し、実施テーマ数 16、

延べ受講者 118 名、令和 3年度は 12月に開講し、実施テーマ数 8、延べ受講者は 61名であ

った。令和 3年度は新型コロナの影響で当初予定していた 8月～9月の期間が対面での課外

活動禁止期間となったため、開講が年末にずれこんだ影響が大きい。研修は学内カンパニー

活動スタート直後に行った方が受講者も多く、効果も高いと思われる。受講者へアンケート

結果からは講義内容・理解度・講義時間・講義時期ともに大変高い評価が得られた。（令和

元年度：81～89％、令和 2年度：94～99％、令和 3年度：83％～90％）ただし、講義資料が

古くなっているものも多く、今後随時更新していく必要がある。 

 

３．５ 学内カンパニー広報活動 

３．５．１ 4 月の新入生オリエンテーション資料 

理工学部新入生のオリエンテーション時に配布する資料として学内カンパニーの紹介を

するチラシを作成している。令和 3年度は起業家支援室のホームページの他に、前年度に活

動したカンパニーが作成した紹介用動画にアクセスできるように QRコードを記載した資料

を作成した。また、学内カンパニー「iFive」はスマホアプリ「がんちゃんねる」のインス

トール用宣伝資料を全学の新入生向けに送付する資料に同梱してもらい、学内カンパニー

の周知につなげている。 

３．５．２ 理工学部新入生向け学内カンパニー紹介 

 理工学部新入生に対し、基礎ゼミなどの講義時間の一部をお借りして、学内カンパニー活

動紹介も小冊子を用いてのカンパニー活動紹介と公募説明会開催のアナウンスを行ってい

る。 

３．５．３ 学内カンパニー起業相談会 

 3/E から学内カンパニー起業相談会のポスターを学内に掲示、」また学内ホームページに

掲載して、学内カンパニー設立を検討している学生の相談に応じている。学内カンパニーへ

の応募のための事業計画書の作成の支援を行っている。 

３．５．４ 学内カンパニー公募説明会 

 5月上旬に学内カンパニー公募説明会を開催している。公募説明会のポスターを学内に掲

示、学内カンパニーホームページに掲載している。 
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３．５．５ 学内カンパニー認定式 

 6月上旬にそれまで申請のあった学内カンパニーに対し、審査を行って正カンパニー、凖

カンパニーの認定を行う、認定式を行っている。認定式においては認定されカンパニーの事

業内容を説明しており、だれでも聴講できるようにしている。認定式開催案内のポスターお

よび認定式後には認定カンパニーの紹介をするポスターを作成し学内に掲示、および学内

カンパニーホームページに掲載している。 

３．５．６ オープンキャンパスでの学内カンパニーの紹介 

 8 月上旬に開催されていたオープンキャンパスには学内カンパニーとして理工学部内に

会場を確保し、学内カンパニーの紹介を行っていた。新型コロナの影響で令和 2年度、令和

3年度はオープンキャンパスが WEB開催になってしまい、対面での学内カンパニーの紹介が

できなかった。 

３．５．７ 大学祭（不来方祭）での学内カンパニー紹介 

 令和 3年度 10月 16 日（土）、17 日（日）に開催された大学祭に 6つの学内カンパニーが

共同で展示を行った。同時に、起業家支援室が作成している学内カンパニー小冊子を大学祭

パンフレットと一緒に配布してもらうことによって、これまで接触のなかった学生にも学

内カンパニーの周知ができた。 

３．５．８ 学内カンパニー紹介小冊子の作成 

 例年 1 月にその年度の学内カンパニー紹介冊子を作成し、イベントや新入生向け配布資

料としている。令和 3年度は例年より早く 9月に作成した。そのため 10月の大学祭での配

布にも間に合う事ができた。年度末の最終版だけではなく、学内カンパニー認定後に速やか

に配布できる、その年度の学内カンパニー紹介資料として役立てることができた。 

３．５．９ 学内カンパニー成果報告会 

 2/E～3/F に学内カンパニー成果報告会を開催している。開催にあたっては開催案内のポ

スターを作成し、学内に掲示、またホームページに掲載している。令和元年度までは企業、

自治体関係者、マスメディアにも公開していたが、令和 3年度は新型コロナ感染対策として

学内者限定とし、学外者には YouTubeでの配信で聴講してもらった。成果報告会では例年５

カンパニー程度へ表彰を行い、表彰状と副賞の授与を行っている。表彰をうけたカンパニー

を記載した成果報告会結果のポスターを作成し、学内に掲示、また学内カンパニーホームペ

ージに掲載してる。 

３．５．１０ 新聞・TV 等の取材 

 学内カンパニー活動に対する新聞。TV 等のマスメディアの取材依頼には積極的に対応し

て、学外への学内カンパニー周知に努めている。特に令和元年度は 9件と多かった。 
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４ 第 3 期中期期間での主な成果 

４．１ 学内カンパニー事業全体 

 図２に第３期中の学内カンパニー数の推移、図３には社員数（代表、社員、インターンシ

ップ）の推移を示す。第２期（2010年度〜2015年度）から第３期に以降して全体的にカン

パニー数及び社員数は増加傾向にあり、本事業が徐々に学内に認知されていく傾向を読み

取ることができる。ただし、起業家支援室としてのマンパワーの問題を考えるとこれ以上を

増やすことは難しく、また、いたずらに量的拡大を求めることも得策ではないと思われ、今

後は質的向上を図ることに注力する必要があると思われる。質的向上のための評価指標な

ども今後定めて行く必要がある。 

 

 

図２ 学内カンパニー数の推移 

 

図３ 社員数の推移 
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図４ 社員数の出身学部の比率 

 

 図４には社員の出身学部の比率の推移を示す。理工学部が社員の６０％程度になってい

るが、人文社会科学部及び農学部の割合もかなり高い。特に、コトづくりの面では文系の

学生の貢献は期待されるところであり、この傾向は好ましいものと考えている。 

 

表１ 第３期中の学内カンパニー事業の概況 

 

 

４．２ 第３期中の学内カンパニー事業の概況 

 第３期中の学内カンパニー事業の概況を表１に示す。この中から特徴的なものを以下に

記す。 
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（１） ビジネスプランコンテストへの参加状況 

 図５にはビジコンへの参加状況と入賞数の推移を示す。ビジコンへの応募は学内カンパ

ニー活動と直接リンクするものではないが、対外的にアピール可能な活動をしていること

や積極的な学生の存在を示す数値と見なすことができることから、応募数、入賞数の増加傾

向は好ましいものと評価することができる。 

 

図５ ビジネスプランコンテストへの参加状況 

 

（２）製品化・地域（学内）貢献 

 学内カンパニー活動の成果物は有形・無形いろいろとあるが、以下には、地域貢献にも繋

がった事例を紹介する。 

① 岩手大学研磨工業 
スピードスケートは、スケート靴やブレードの他に

メンテナンス用品にも費用がかかり、そのことが競技者

やその保護者にとって大きな負担となり、発展への障害

要因の一つになっている。本カンパニーは「岩手県のスピード

スケートを技術面からサポートします」をキャッチフレーズに、

従来品よりも所要時間が短時間で低コストかつ省労力なメンテ

ナンス砥石器具を開発した。R-Keeper という製品名で日本トッ

プクラスの選手、スピードスケート団体への提供を行い、好評

を得ている。学内カンパニーの性格上、販売という形での収入

を得ることはできないが、活動支援として多く寄附金を頂いて

いる。特許も出願しており、事業化の基本が形成できた。今後

はフィギアスケートなど他のブレードへの展開の可能性を探

る。 
 

 

図６ 開発した簡易メンテナンス 

砥石と製作風景 
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② 銀河めっき工業 
 フォトリソ技術で高精細デザインを可能にする、

岩手大学独自の分子接着技術を基に、岩手県の伝

統工芸品である漆工芸品表面にメッキを形成する

技術を開発している。メッキ厚が厚く、より堅牢な

金/ニッケルメッキの新技術を開発して、岩手大学

設立 70 周年記念盾を製作・海外大学からの参列代

表に贈呈された。岩手県工業技術センターおよび

(株)浄法寺漆産業、安比塗漆器工房のご協力を頂

きながら、製品化開発を進めている。 

図７ 銀河めっき工業の製品 

 

③ Morito（モリト） 
 岩手大学理工学部沿いの樹齢70年にも及ぶ歴史ある木々の伐採木を利用した一枚板の

ベンチや伐採木をプレート状にしてレーザー彫刻を

施した「もくもくプレート」を製品化。「もくもくプ

レート」は前学長岩淵先生から海外フェローへの贈

呈プレートの発注を頂き好評を博している。 
 令和元年度は肴町活性化プロジェクトに参加し、永

久使用可能な万年カレンダー、ハロウィーンキーホ

ルダーなどのワゴン販売を行い、地域活性化に貢献

した。 
図８ Moritoの製品群 

④ 工房彩縁 
 岩手県沿岸部洋野町特産ムラサキウニから発生する

大量のウニ殻を有効利用して、地域に貢献することが

目的としたカンパニーである。ウニ殻から得られる赤

紫系の色素にて布や糸の染色を行い、ウニ染めの製品

を作る。ウニ染の技術を地元の方々や会社に提供し、

地元の産業に定着させて 地元の活性化に結び付けた

い。実験を重ね染色技術や脱臭技術は確立できた。令

和元年度は盛岡市肴町活性化プロジェクトワゴンセ

ールでの製品販売も行った。販路拡大、製品開発や地

域おこしへの活動を目指し、洋野町地域おこし協力隊

の方々と打ち合わせを行い、課題に取り組んでいる。 
図 9 ウニ染めハンカチ 

「うに染めハンカチ」販売 
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⑤ iFive（アイファイブ） 
    「IT 技術を用いて岩手大学の学生生活の利便性を向上させる」という企業理念のもと

スマートフォンアプリの開発を行っているカンパニー。事業内容は主に二つに分かれ

ており、一つは岩手大学生を対象とした情報一元化スマートフ

ォンアプリ「がんちゃんねる」の開発・保守・

運用であり、もう一つは岩手大学国際課の依

頼により受託開発している岩手大学の留学生

を対象とした「留学生ガイドブックアプリ」

の開発・保守・運用である。どちらも最初のリ

リースは終えており、更なる機能の充実と安

定運用に向けたアップデートを進めている。

がんちゃんねるの通算インストール数は、

Android版と iOS版合わせて 3489インストー

ルとなっており、2021年度のインストール数

は 814 インストールで、アクティブなユーザ

ー数（現在も使用しているユーザーの数）は

683である。岩手大学生の 10人に 1人は現在

も使用している。 

図 10 開発された学内向けアプリ 

 

⑥ Anonas Lighting（アノナスライティング） 

   学内カンパニー制度発足時に設立のカンパニー。従来の LED ライトを主体とした製

品から、一昨年度から新しいテーマに取り組んでいる。市販の防災ラ

ジオを利用して緊急地震速報や J アラートなどの無線信号を常時監

視する親機と、親機からの無線信号により、様々な動作を開始する子

機とからなる総合防災システムを開発し、検証

まで実施している。令和 2 年度は、民間企業お

よび盛岡市危機管理防災課との共同研究を進

め、盛岡市、宮古市などで実証試験を行った。

製品開発の他、11月には岩手大学防災・地域創

生シンポジウムでの事例紹介、パネルディスカ

ッションに参加した。また、岩手日報、朝日新

聞への掲載や NHK での放映などメディアにも

その活動が取り上げられた。 
図 12 緊急告知防災ラジオを利用したシステム 

 

がんちゃんねる 留学生ガイドブック 
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⑦ HND.Co（エイチエヌディーコーポレーション） 
理工学部情報系の学生で起業したカンパニーである。ゴミの日スマホアプリを作成、

自治体へ提供することにより、大学生、専門学校生を中心とした若者のごみの分類など

による問題を解決することを目指していた。iPhone、

Android スマートフォン及びタブレットに対応したアプ

リケーションの開発を盛岡市環境部資源循環推進課と協

力して行ったが、残念ながら盛岡市への本格提供はでき

なかった。岩手大学構内でのテストリリース、モニタリン

グで好評を得ていたこともあり、岩手大学環境マネジメ

ント推進室との共同開発により、「盛岡市ごみの日」と「岩

手大学内ごみ分別」を統合した「岩手大学ごみ分別統合ア

プリ」として正式リリースしており、岩手大学生のごみ分

別意識の向上に貢献している。 

 

図 13 ごみ分別統合アプリ 

 

 

４．２ 学内カンパニー活動に対する学生の満足度・評価 

４．２．１ 学生・教職員・学外アドバイザーへのアンケート（平成 30 年度と令

和元年度） 

（１）学生 

学生からは活動に満足との声が多かった。 

⑧ アプリ開発・リリースを通して製品を世の中に出すことの難しさを知った。 

⑨ 自分の成長を実感した。 

⑩ 活動を通じて様々な人とつながることができた。 

⑪ ビジネスコンテストに出場するなど普通の学生では味わえないような経験ができ

た。 

⑫ 製造の作業に参加させてもらえたので、概ね満足。 

⑬ 目標であった製品化ができた。 

⑭ 学生のうちから企業として働けたのは良い経験になった。 

課題としては 

l 研究や就職活動と重なって両立が大変だった。 

l 学内だけの繋がりを強める学外の人との交流も深めたい。 

l カンパニーの認知度を高めていきたい。 

l カンパニー同士の連携が強化されれば新たな発想や展開にもつながる。 

l 人材（社員）を集めるのが困難だった。 
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（２）教職員の意見 

l 学生が積極的に生き生きと活動している様子が見られた。 

l 学生が自主的に起業体験できるので良いと思う。 

l エンジニアだけでなく経営側のマインドを持たせることも必要。 

l 他カンパニーとコラボして新しい製品展開ができないか。 

l 地域企業と一緒に AI技術を学びながらあたらいい機械を作るようなカンパニーを期待

したい。 

l 学外アドバイザーからは貴重なご意見 

l 画期的な企画であり、事業化可能である。 

l 学生の割にはよくやっている。世の中で充分通用するレベル。 

l カンパニー活動をクラブ活動の文化祭行事で位置づけてはならない、金を稼ぐ目標値

を定めてがつがつやってほしい。 

 

４．２．２ 学内カンパニーに関する卒業・修了者へのアンケート（令和２年度） 

令和元年度以前の 3年間で岩手大を卒業・修了した 24名に依頼し、回答は 9名の方から

頂いた。学内カンパニーへの満足度 は高く、また就活や現在の仕事においても役立った、

との意見が多かった。また、今後のカンパニー活動への期待も大きいものがあり、何らかの

形で学内カンパニーへの支援を考えている、との意見も多かった。 
l 研究とは別断面でも工学に携わっているという点で自信を持って就活に臨むことがで

きた。 
l 自分でやりたいと思うことを事業化したり、団来の代表としての人事や経理など、とて

も勉強になった。 
l マイルストーンを意識する癖がついた。 
l 公務員であるが、企業目線で考えることができる。 
l 職場でも学生時代にアプリを作っていたことを自己紹介で役立てられている。 
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図 14 アンケート結果(概要) 

 

図 15 アンケート結果(就活への役立ち) 
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図 16 アンケート結果(仕事への役立ち) 

 

図 17 アンケート結果(満足度) 
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４．２．３ 学内カンパニーに関する卒業・修了者へのアンケート（令和３年度） 

 学内カンパニー「ECL※」の OB・OGを中心に、学生時代に地域との協働、学内カンパニー

などの実践活動、国際交流活動等を行っていた卒業生（10 名）に対し、当時の経験や取組

を進めるにあたっての意見等についてアンケート形式により回答いただいたもの。（実施期

間：令和３年 12月 1 日～12月 24 日） 

Q２ 学生時代、最も印象に残っている課外の取組について、その理由も含めてお伺いしま

す。【サークル、ボランティア、学内カンパニー、Let'sびぎんプロジェクトなど。アルバイ

トを除く。一定程度大学側のコミットメントがある取組を想定しています】 

l 全国大会に出場し達成感を味わえた部活動。 

l 学内カンパニー。学部関係なく、興味のある学生が起業の練習をすることができ、費用

対効果算定やマーケティング戦略などの思考を養うことができたため。 

l サークルと学内カンパニーです。仲間と何かをやり遂げることの楽しさを学びました。 

l 学内カンパニー。今でも交友が続いているメンバーが多く、深い交友関係を築けたきっ

かけとなったため。 

l 学内カンパニー。学生以外の「大人」との繋がりをもち、自分たちがやりたい事や挑戦

してみたい事とビジネスを初めて繋げて考える場だったから。 似て非なる志や価値観

を持つ学生同士が学部学科を超えて真剣に議論できる場でもあり、外部との関わりを

広げるほど刺激的になると感じた。 

l 学内カンパニー「ECL」。学部を超えた学生同士の繋がりを持つことで、多様な考え方に

触れることができました。また、大学側と双方向の意見交換が行えたため、学生という

小さな枠を超えて、より大きな枠で物事を考えられるようになったと思います。 

l 学内カンパニー。就活生の悩みや留学前の悩みなど、学内外で起きていることについて

解決するために組織はなにをしようか、自分はどんな行動を起こそうか、と考えること

ができたのは本当に貴重でした。社会では当たり前ですが、学内カンパニーで経験する

まではそれらはなんとなく「自分ではない誰かがやってくれること」という考えだった

ので、主体性を持つということを体験できたと思います。あとは正直、学内カンパニー

を通して出会えた、先輩や職員や学外の方との出会いが大事というのもあります。 

l ジョブシャドウ(1 日職場体験)が印象に残っています。 ジョブシャドウを通して、親

や教師以外の大人(社会人)を深く知ることが出来ました。また、自分の将来を考える際

に「親の生き方や意見が全てではない」と、より広い視野で考えられるようになりまし

た。 また、早い時期から自分のキャリア選択への関心を高めることが出来たおかげで、

自分が興味のある職種のインターンを経験したり、実際に働いている人と交流できる

場に足を運んだり…と、積極的に行動することができました。 

 

Q３ 現在の仕事の中で役に立っていると感じている大学時代の経験についてお伺いしま

す。 【正課、課外を問いません】 
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l 海外留学、サークルでのイベント企画経験。 

l 他の学部の授業に出て学んだ会計の知識。 

l 職業柄全て役に立っているのですが、敢えて言うとするならば次のことだと思います。

職場で１～３年目に、国際担当として年間 30人の留学生の受け入れや姉妹校交流プロ

グラムのアテンドを担当しました。大学時代に国際課でアルバイトをさせていただい

た経験がそのまま役に立ったので、上司から褒められました。３年目～現在は、担任を

しながら学校のキャリア教育（総合的な探究の時間）の中核を担っています。私自身が

学生時代に”社会人”との関わりから学ぶことが多かったので、高校生にも同じ経験を

させようと、SDGs をテーマとして３年間で 100 社以上に協力してもらう授業を考えま

した。その成果として、大学の総合型選抜や公募制推薦の合格率が８０％を超えていま

す。授業を通して SDGsの知識はもちろんのこと、面接官に対して物怖じせずに自己 PR

ができるスキルが生徒に身に付いたと確信しています。 

l 部活動。 

l 教育実習、学内カンパニー、海外研修です。 

l 研究室での日々の研究。自分で課題を見つけ、スケジュールを立てて実行という基礎が

身についた。 

l 学内カンパニーECL の活動です。ECL の活動では、様々なイベントを企画しましたが、

企画の運営以上に「周知」の難しさや重要性を学びました。自分たちの活動を知っても

らい、応援してくれる人や一緒に活動してくれる仲間を見つけていかなければ、持続

的・発展的な活動を行うことはできない、ということを感じました。 仕事をするうえ

でも、情報発信や周知を徹底することや、その方法を工夫することを意識しています。 
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５．自己評価と課題 

５．１ 評価できる点 

（１）参加学生数の増加 

第 2期中期計画最終年度 2015年度（平成 27年）の学内カンパニーの参加学生数は約 70

名であったが第 3期、2016年以降は増加傾向にあり、2021年度（令和 3年）は 12月末時点

で約 120 名となっている。また、学生の所属は 60％が理工学部で残りが農学部、人文社会

科学部、教育学部であり、全学的な活動になっている。 

（２）学生主体での商品開発 

学生主体で学外アドバイザー（企業の方など）、技術顧問の方々の協力を得て、商品開発

につながった事例が多数できている。（岩手大学研磨工業の R-Keeper、iFive のスマホアプ

リ「がんちゃんねる」、HND による「岩手大学ごみ分別統合アプリ」、Morito のもくもくプ

レート、銀河めっき工業の岩手大学 70周年記念プレートや jam、工房彩縁による肴町での

商品販売など）これらの活動は実際の製品としてリリースすることがいかに大変かを実践

的に学ぶことができている。 
（３）地域連携 

Anonas Lighting は盛岡市や（株）ホーチキ、（株）宮古マランツなどと共同研究してい

る「広範囲災害警報報知システム』の開発を行って、自治体関係者や地域住民の方々と接す

ることにより実践的な地域貢献を学ぶことができている。また、HND による「盛岡市ごみ

分別アプリ」は盛岡市へのリリースはできなかったが、盛岡市が市販の「資源・ごみ分別ア

プリ」導入をするうえで大いに役立ったとの評価を頂いている。 
（４）地域資源の活用 

伐採木を活用して Morito が取り組んだ岩泉町復興支援、工房彩縁が取り組んだ洋野町の

ウニ殻廃棄物を使った「ウニ染」は地域資源の活用として評価されている。 
（５）学内での事業受託、加工受託 

iFive が国際課より「留学生ガイドブックアプリの作成」、HND が環境マネジメント推進

室より「岩手大学ごみ分別統合アプリ」の作成を事業受託している。また、Iwate機能開発

では研究室などから部品加工を受託している。これらのカンパニーでは一般企業と同様に

見積書を作成し、納品書・請求書の提示まで行っている。直接の現金での授受はできないも

のの、お金の流れを経験でき、学内カンパニーが目指している企業の経営が体験できるよう

になり、起業家マインドの醸成にも役立っている。 
（６）卒業生・修了生の満足度 

卒業生・修了生へのアンケート結果では、就活や実際の職場において学内カンパニー活動

が役立っている、との評価を頂いた。 
（７）起業家精神を醸成するための研修 

起業家精神を醸成する目的で開催している起業家マインド研修は 2019 年度（令和元年）

から計画的に進めている。受講生の延べ人数は 2019 年度が 149名、2020 年度が 118名、
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2021 年度は 61 名（新型コロナの影響で夏休み期間が課外活休止となった影響で少ない）

であった。受講者へのアンケートでは満足度が 80％～90%と高い評価であった。 
（８）外部ビジネスプランコンテストへの参加 

起業家精神の醸成のために有効である外部ビジネスプランコンテストへの参加を推進し

ており、毎年数件が入賞を果たしている。入賞しなくともプレゼン資料の作成や人前でのプ

レゼンの体験は社会人となったときに、非常に役立つものとなる。今後も積極的に推進して

いく。 
（９）第３期中期目標期間（４年目終了時評価）に係る業務の実績に関する評価結果 

学内カンパニー事業は第３期の中で重要な事業の一つとして数えられていたが、下記の

いように岩手大学における特筆すべき成果を挙げた授業であると評価されている。 

 

（１０）中期目標の達成状況報告書での高評価 

2020 年６月付けで公表になった中期目標の達成状況報告書において、下記の様に高く評

価されている。 
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５．２ 課題 

（１）活動場所の確保、整備 

活動場所としては、理工学部内の起業家支援室および加工センターの一角が使えるよう

になっているが、理工学部以外の学部生が使うには距離が遠いことがあった。そこで、2020
年度に教育学部 2号館 3階に起業家支援室サテライトルームを整備したが、2021 年 9月に

建物の改修工事が始まり使えなくなってしまった。学内カンパニーの活動分野が広がると

ともに、活動スペースをどのように確保するのかが、課題として残っている。 
（２）学生への周知 
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学内カンパニーへ参加する学生の所属は 40%程度が理工学部以外の学生である。そのメ

ンバーが学内カンパニーを知るきっかけは先輩や同級生からの口コミというのが大半であ

り、理工学以外への学内カンパニーの周知ができていない。理工学内ではポスターの掲示や

新入生向けの学内カンパニー紹介も支援室教員が行っているが、理工学以外の学部にまで

はてが回っていないのが現状である。新型コロナの影響で対面での宣伝活動が制約される

なかで、SNS 発信、動画配信などをさらに進めていく必要がある。 
（３）企業との連携 

新型コロナの影響もあり、企業との連携活動が低調になっている。学内カンパニー活動を

地域企業などにもっと広く周知していくことが課題である。 
（４） 研修の高度化 

起業家マインド研修として全 16テーマを準備して行っているが、資料の中には内容が古

くなってきており、更新していく必要がある。また、起業家支援室教員だけでなく、広く企

業の方による生の声を聴く機会が必要である。 
（５）製品化とカンパニーの継続 

カンパニーの中には一過性の製品ではなく、継続して使用していただく製品を開発した

カンパニーがあり（iFive や HND のスマホアプリなど）、そのアップデートなどをどのよう

に引き継いでいくかが課題となっている。カンパニーを継続するための活動支援を充分行

っていく必要がある。 
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